
一
三
一
≡
一
＝
三
一
三
一
一
一
＝
≡
三
三
≡
＝
一
＝
【
一
≡
一
＝
≡
一
一
≡
一
≡
＝
一
一
一
≡
≡
＝
一
一
一
＝
一
＝
＝
　
一
一
一
≡
一
一
一
一
一
≡
＝
一
≡
「
＝
＝
≡

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
大
学
教
授

本
会
監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
直
幹
博
士
　
計

　
本
会
監
事
、
大
阪
大
学
文
学
部
教
調
馬
直
幹
博
士
は
、
去
る
昭
和
四
十
年

八
月
二
十
四
日
、
病
の
た
め
に
逝
去
せ
ら
れ
た
。
学
界
に
と
っ
て
も
、
ま
た

史
学
研
究
会
に
と
っ
て
も
、
ま
こ
と
に
痛
恨
の
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
こ
に
博
士
生
前
の
事
蹟
の
概
略
を
録
し
て
、
哀
悼
の
微
意
を
表
し
た
い
と

思
う
。

　
藤
博
士
は
明
治
三
十
六
年
三
月
六
日
、
徳
島
市
に
生
ま
れ
ら
れ
、
学
業
進

ん
で
昭
和
三
年
三
月
、
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
（
国
史
）
を
卒
業
、
直
ち

に
大
学
院
に
入
学
、
つ
い
で
昭
和
六
年
三
月
、
文
学
部
講
師
（
専
任
）
を
嘱

託
さ
れ
た
。
あ
た
か
も
こ
の
年
は
、
京
大
国
史
研
究
室
創
業
の
こ
と
に
尽
力

せ
ら
れ
た
三
浦
周
行
教
授
の
定
年
退
官
の
と
き
に
当
り
、
新
鋭
の
藤
講
師
は

以
後
教
室
に
お
い
て
は
中
世
武
家
時
代
の
社
会
・
文
化
・
思
想
等
の
諸
問
題

を
講
じ
、
主
任
教
授
西
田
直
二
郎
博
士
を
助
け
て
研
究
室
の
運
営
に
努
め
、

や
が
て
昭
和
十
一
年
三
月
、
助
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
前
後
の

時
期
は
、
学
界
に
と
っ
て
も
大
学
に
と
っ
て
も
、
ひ
と
し
く
苦
難
の
と
き
で

あ
っ
た
が
、
よ
く
国
史
研
究
室
の
維
持
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
京
大
で
の
在

職
は
十
七
年
に
及
ん
だ
。
昭
和
二
十
三
年
九
月
、
大
阪
大
学
に
法
文
学
部
が

創
設
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
博
士
は
翌
十
月
迎
え
ら
れ
て
同
学
教
授
と
な
り
、

国
史
学
講
座
を
担
当
し
、
つ
い
で
二
十
八
年
四
月
に
は
法
文
学
部
を
分
野
し

て
新
設
し
た
文
学
部
に
移
り
、
四
十
年
逝
去
さ
れ
る
ま
で
、
阪
大
在
職
も
十

七
年
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
間
、
同
学
国
史
研
究
室
の
整
備
・
発
展
に
努
力
さ

れ
る
と
と
も
に
、
評
議
員
・
文
学
部
長
な
ど
の
要
職
を
も
歴
任
さ
れ
た
。

　
藤
博
士
は
京
都
大
学
在
学
中
か
ら
三
浦
周
行
・
西
田
直
二
郎
両
教
授
の
指

導
を
う
け
、
前
者
の
緻
密
な
実
証
主
義
史
学
と
後
者
の
清
新
な
文
化
史
学
と

を
総
合
深
化
さ
せ
な
が
ら
、
日
本
中
世
史
の
研
究
を
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
研

究
の
方
向
と
成
果
と
は
、
後
掲
の
主
要
著
作
目
録
に
よ
っ
て
も
伺
い
う
る
が
、
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巾
で
も
「
中
世
武
簸
社
会
の
構
造
」
は
、
武
家
政
治
の
精
神
と
市
会
構
造
と

の
関
連
を
究
明
し
て
、
独
慮
の
研
究
領
域
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
学
位
論
文
「
中
世
武
家
故
実
の
研
究
」
は
、
従
来
や
や
も
す
れ
ば
琳
項
解

説
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
武
鋏
故
実
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
・
推
移
を
追
求
し

て
中
世
武
士
の
精
神
生
活
を
攻
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
欝
本
中

世
史
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
文
化
史
の
立
場
か
ら
研
究
を
進
め
、
顕
著

な
業
績
を
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
晩
年
に
は
花
園
大
学
へ
の
出
講
と
あ
い

ま
っ
て
、
中
世
文
化
の
基
調
を
な
す
禅
学
の
探
究
に
全
力
を
傾
注
し
て
お
ら

れ
た
。
さ
ら
に
、
三
十
有
余
年
に
わ
た
る
京
大
・
阪
大
で
の
研
究
室
生
活
の

ほ
か
に
、
藤
博
士
は
多
年
大
阪
大
学
適
塾
記
念
会
お
よ
び
同
懐
徳
堂
記
念
会

の
理
購
・
委
員
と
し
て
、
祉
会
激
育
の
面
に
も
活
動
さ
れ
、
ま
た
大
阪
府
文

化
財
半
獣
委
員
お
よ
び
和
泉
地
区
遺
跡
曝
露
調
査
会
委
員
長
と
し
て
、
大
阪

府
下
の
文
化
財
の
保
存
・
研
究
に
尽
力
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
調
査
報
倍
書

は
学
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
史
学
研
究
会
に
関
し
て
は
、
藤
博
士
は
京
大
卒
業
以
来
、
委
員
ま
た
は
評

議
員
と
し
て
会
務
の
処
理
に
あ
た
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
、
監
蜘
に
就
任
し

て
会
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。
終
り
に
博
士
の
略
年
譜
と
主
要
著
作

演
録
と
を
掲
げ
て
、
そ
の
活
動
と
細
細
と
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
時
野
谷
勝
）

藤
博
士
略
年
譜

昭
和

N

明
治

苓

。

一

六

昭　昭　昭　昭
和　和　和　和

六　四　三　三三
N　　　　　　S　　　　　　N　　　　　　一

　三三　五　四
｝　　　　　　h　　　　　　一　　　　　　一

昭
和
六
年
度
よ
り
一
〇
年
度
ま
で

昭
和
一
一
、
　
三
、
瓢
工

昭
瀦
二
三
、
　
五
、
　
一
三

昭
和
二
三
、
　
一
〇
、
二
五

昭
湘
二
七
、
　
九
、
三
〇

昭
和

。
　s

昭
和

八
　k

四　四
　h　　　　　　　一

徳
島
市
織
町
に
生
ま
れ
る

京
都
帝
圏
大
学
文
学
部
史
学
科
（
国
史
学
専

攻
）
卒
業

京
大
文
学
都
翻
手
を
嘱
託
す
る

京
大
大
斎
院
入
学

京
大
文
学
部
副
手
の
嘱
託
を
解
く

京
大
大
学
院
退
学

　
　
　
京
大
文
学
部
講
師
を
嘱
託
す
る

京
都
帝
国
大
学
助
教
擾
に
任
ず
る
（
文
学
部

勤
務
）「

中
世
照
察
故
実
の
研
究
」
に
よ
り
京
廓
大

学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
け
る

大
阪
大
学
教
授
に
適
す
る
（
法
文
学
部
勤
務
、

圏
史
学
講
座
担
任
）

大
販
大
学
評
議
員
に
併
任
す
る
（
昭
和
三
二
、

五
、
三
一
ま
で
）

大
阪
大
学
教
授
（
文
学
都
）
に
配
既
慨
す
る

大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
担
当
を
命
ず

る
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昭
禰

　s

昭
和

　．

昭
和

　s

七四四一　　N　　一

昭
禰
霊
三
、
　
四
、
　
一

昭
和
四
〇
、
　
八
、
二
四

昭
禰
四
〇
、
　
八
、
二
四

昭
和
四
〇
、
　
九
、
二
五

主
要
著
作
目
録

花
園
大
学
講
師
（
昭
和
四
〇
年
構
ま
で
）

史
学
研
究
会
監
華

大
阪
府
文
化
財
専
門
委
員
を
嘱
託
す
る
（
昭

和
四
〇
年
度
ま
で
）

大
阪
大
学
文
学
部
長
に
併
任
す
る
。
大
学
院

文
学
研
究
科
主
任
を
命
ず
る
（
と
も
に
昭
和

三
五
、
三
、
三
一
ま
で
）

従
三
位
に
叙
し
勲
三
等
旭
日
申
三
章
を
授
け

る午
前
＝
暗
五
八
分
、
阪
大
微
生
物
病
研
究

所
付
属
病
院
に
て
七
二

大
阪
大
学
文
学
部
葬

A
著
書
〉

申
世
武
家
社
会
の
構
造

災
皇
制
の
歴
史
的
理
論
的
解
明

目
黒
書
店
昭
一
九
・
五

目
黒
書
店
昭
一
ご
・
五

申
世
文
化
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
書
店

国
史
の
真
実
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
子
屋
書
店

繊
本
の
武
士
這
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
　
元
　
社

〈
編
著
〉

臼
本
史
論
集
　
古
代
社
会
と
宗
教
　
　
　
若
竹
書
房

團
陣
営
鈴
雁
ド
　
　
　
創
元
社

遭
三
三
無
鞭
主
人
公
　
三
一
欝

〈
共
著
〉

河
内
に
お
け
る
古
墳
の
調
査
（
大
阪
大
学
文
学
部

　
圏
史
研
究
室
研
究
三
三
）

△
監
修
V

高
槻
文
化
研
究
会
編
「
片
肉
家
所
蔵
文
書
目
録
」

堺
市
教
育
委
員
会
編
「
堺
の
歴
史
」

高
槻
簿
文
化
研
究
会
編
「
高
槻
藩
永
弁
家
文
書
上
」

高
槻
市
文
化
研
究
会
編
「
高
槻
藩
永
共
家
文
書
下
」

　
　
（
高
槻
郷
土
叢
書
4
）

高
槻
市
文
化
研
究
会
編
「
森
田
家
所
蔵
文
書
爵
録
上
」

　
　
（
高
槻
郷
土
叢
書
6
）

昭蟹LH
　　　四身

昭　　昭　昭

　　　　　九　六

昭
三
九
・
三

昭
二
六
・
七

二
二
七
・
六

昭
二
七
・
九

、
昭
二
八
。
六

昭
三
〇
・
九

（
論
文
同
録
は
省
略
）
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